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高山祭の現状

・山車（屋台）を見る若
者が少なく、出店を目的
に来る人が多い。

・少子高齢化が進んでお
り担い手が少なくなるこ
とが危惧されている。



仮説

地元の若者が高山祭の価値について、深く知
らないのではないか。



調査方法

斐太高校生にアンケートをとる
→高山祭りや山車に興味があるか調べる

01



調査方法

02

高山祭りに携わっている人にインタ
ビューをする
→屋台組に直接関係しない地域の人でも高山祭に関
わることができるのか調べる



調査結果
01 斐太高校生へのアンケート





絶対見る 見かけたら見る 見ない

11 280 94

高山祭に行く目的が山車の人…64人

高山祭に行く目的が山車以外の人…385人

目的が山車以外の人の内訳



高山市在住の高校生254人のうち
小中学校で高山祭について学んだか

あった

154人
覚えていない

62人

なかった

36人



ぜひ参加したい 64人

どちらかといえば参

加したい 157人

どちらかといえば

参加したくない

116人

参加したくない 124人

もし高山祭に役として参加できるとしたら、参加し
たいと思いますか？



調査結果
02 高山祭りに携わっている人へのインタビュー



現状を改善するために
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